
安全のために
ソニー製品は安全に充分に配慮して設計されています。しかし、製品は、まちがっ
た使いかたをすると、けがにつながることがあり、危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。
「安全のために」の注意事項を守る。 
長期間安全にお使いいただくために、定期点検をすることをおすすめします。 
点検の内容や費用については、お買い上げ店にご相談ください。
故障したら使わずに、お買い上げ店にご相談ください。 

警告表示の意味
この取扱説明書および製品では、次のような表示
をしています。表示の内容をよく理解してから
本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災や感電な
どにより死亡や大けがなど人身事故につながる
ことがあります。

この表示の注意事項を守らないと、火災やその他
の事故によりけがをしたり周辺の物品に損害を
与えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

 

下記の注意を守らないと、火災や感電、
落下により死亡や大けがにつながること
があります。

分解や改造をしない

分解や改造をすると、火災やけがの原因となることがあり
ます。

内部に水や異物を入れない

水や異物が入ると火災や感電の原因となることがありま
す。万一、水や異物が入った場合は、すぐにマイクロホン
ケーブルを抜いて、お買い上げ店またはソニーのサービス
窓口にご相談ください。

下記の注意事項を守らないと、けがをしたり周
辺の物品に損害を与えたりすることがありま
す。

集音以外の目的に使用しない

集音以外の目的でご使用になりますと、思わぬ事故、火災
やけがの原因となることがあります。

使用時は周囲の状況に注意をはらう

周囲の状況を把握しないままご使用になりますと、事故や
けがなどの原因となります。

雨のあたる場所や、油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場所に設置しな
い

上記のような場所やこの取扱説明書に記されている仕様
条件以外の環境に設置すると、火災や感電の原因となるこ
とがあります。

長時間使用しないときは、楽器から外しておく

長時間使用しないときは、本機を楽器から外しておいてく
ださい。

運搬時には、マイクロホンケーブルを取り外す

本機を運搬する際には、マイクロホンケーブルを必ず取り
外してください。マイクロホンケーブルに引っ掛かると、
転倒や落下の原因となることがあります。

日本語

概要
ECM-GZ1UBMPは、ソニーデジタルワイヤレスパッケージのトランスミッター
と組み合わせて楽器集音を手軽に楽しめるマイクロホンです。

特長
トランペットやサックスなどの管楽器に最適な、単一指向性の高音質コンデン 
サーマイクロホン。
広ダイナミックレンジと幅広い周波数特性により、バランスがよくクリアで自 
然な音を実現。
フレキシブルグースネックと2wayクリップにより、最適なマイク位置の調整 
が可能。
高耐入力かつ低ノイズなマイクカプセルを採用。 
単一指向性によりハウリングを抑え、不要な音源に対する高いセパレーション 
を確保。

各部の名称（図）
 ウィンドスクリーン
 カプセルケース
 グースネック
 固定用キャップ
 マイクロホンケーブル
 コネクター（ロック付きミニプラグ）
 マイクホルダークリップ

装着する
マイクロホンの向きや長さを調整してマイクホルダークリップの保持部（）に
挿入し、固定用キャップ（）をかぶせてマイクホルダークリップ（）に固定しま
す。（図-a）
楽器の音が出る部分（管楽器のベルの部分など）にマイクホルダークリップを装
着します。
グースネック（）は、マイクホルダークリップに対して2方向に取り付けること
ができますので、楽器に合わせて選択してください。（-b/c）
また、グースネック（）は自在に向きを変えられ、また長さも調整できますので、
楽器の大きさやベルの形状に合わせて微調整が可能です。（-d/e）
マイクロホンの向きや位置によって楽器の音色が変わりますので、気にいった音
色になるように取り付けてお使いください。
ケーブルが余る場合は、マイクホルダークリップの脇にケーブルを挟んでおくこ
とができます。（-f）

メモ
DPA社のd:voteおよび4099シリーズマイクロホン用の楽器取り付けアタッチメ
ントを使用することができます。
これにより、より幅広い楽器に取り付けることが可能になります。
アタッチメントの詳細については、DPA MicrophonesのWebサイトをご確認
ください。
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 他社のアクセサリー製品とあわせてお使いの際、ご不明な点がありましたら、お買い 
上げ店、または「ソニー業務用商品相談窓口のご案内」にあるお近くのソニーサービ
ス窓口にご相談ください。

ご注意
グースネックは、極端にきつく曲げることはできません。 
マイクロホンを楽器に取り付けてから向きや長さを調整すると、楽器を傷める 
ことがあります。楽器に取り付けたあとにマイクロホンの向きなどを調整す
る場合は、マイクホルダークリップを押さえながら行ってください。

トランスミッターの接続（図）
プラグを差し込み（）、端子カバーを確実に締める（）。

ご注意
トランスミッターと接続してお使いになる際、マイクロホンをアンテナに近付 
けると雑音が発生することがあります。
楽器の音圧は非常に高いため、トランスミッターのATTスイッチでアッテネー 
ターの減衰量を調整し、音圧レベルを充分に下げた状態でお使いください。

使用上のご注意
マイクロホンは敏感です。落としたり、強いショックを与えたりしないように 
してください。
高温多湿、特に気温が60℃以上のところで長時間使用・保存することは避けて 
ください。
使用中、「ピー」という音（ハウリング）が発生することがあります。これは、ス 
ピーカーから出る音をマイクロホンが拾ってしまうために起こります。これ
を防ぐには、マイクロホンとスピーカーを向き合わないようにし、その距離を
できるだけ離してください。
風や振動などによる低域の雑音が気になる場合は、ワイヤレスレシーバー、ま 
たはマイクロホンを接続している機器のイコライザーや低域フィルターを調
整し、低域を抑え気味にして使用してください。
カプセルケースの位置を調整するためにグースネックを曲げるときには、グー 
スネックを強い力で折り曲げず、グースネックが曲線状になるように曲げてく
ださい。
使い終わったら、マイクロホンケーブルをトランスミッターから外してください。 
湿気の多い場所で使用したり、過度の水や汗などが直接マイクヘッド部に付着 
すると、音が出なくなるなどの故障の原因になります。
使用する際は必ずウィンドスクリーンを装着してください。ウィンドスクリー 
ンを装着しないと、楽器によってはポップノイズが発生することがあります。
本機は、DWZシリーズのトランスミッター以外の機器に接続すると、音が出 
ない、位相が反転するなどの現象が起こる場合があります。

仕様

定格
形式 エレクトレットコンデンサー型
電源 3～10 V（ソニーワイヤレストランスミッターなど外部

から供給）
消費電流 600 μA以下（標準負荷回路による）
ケーブル φ2.3 mm、2芯シールド、長さ約1.8 m
コネクター 3極小型（φ3.5）単頭プラグ、ロック付き
質量 約25 g（ケーブルとコネクターを除く）
外形寸法 図参照。単位：mm（インチ）
付属品 取扱説明書（1）、ウィンドスクリーン（1）、キャリング

ポーチ（1）

性能
以下の項目は、標準負荷回路に接続して試験したものです。

周波数特性 20 Hz～22,000 Hz
指向特性 単一指向性
出力インピーダンス 600 Ω±30%
正面感度 －55.0 dB ±3.0 dB（0 dB＝1 V/Pa, at 1 kHz）
ダイナミックレンジ 120 dB以上（代表値）
固有雑音 30 dB SPL（代表値）（0 dB SPL＝20μPa）
最大入力音圧レベル 150 dB SPL（代表値）（0 dB SPL＝20μPa, at 1 kHz）
許容動作温度 0 ℃～50 ℃
許容保存温度 －20 ℃～+50 ℃

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了承くだ
さい。

お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。故障その他に伴う営 
業上の機会損失等は保証期間中および保証期間経過後にかかわらず、補償
はいたしかねますのでご了承ください。
本製品を使用したことによるお客様、または第三者からのいかなる請求に 
ついても、当社は一切の責任を負いかねます。
諸事情による本製品に関連するサービスの停止、中断について、一切の責任 
を負いかねます。

本機を寒いところから急に暖かいところに持ち込んだときなど、機器表
面や内部に水滴がつくことがあります。これを結露といいます。結露が
起きたときは電源を切り、結露がなくなるまで放置し、結露がなくなって
からご使用ください。結露時のご使用は機器の故障の原因となる場合が
あります。

English

Before operating the unit, please read this manual thoroughly and retain it for 

future reference.

For the customers in Europe
This product is intended for use in the following Electromagnetic Environments: 

E1 (residential),  E2 (commercial and light industrial),  E3 (urban outdoors),  E4 

(controlled EMC environment, ex. TV studio).

For the customers in the U.S.A.
SONY LIMITED WARRANTY - Please visit http://www.sony.com/psa/

warranty for important information and complete terms and conditions of 

Sony’s limited warranty applicable to this product.

For the customers in Canada
SONY LIMITED WARRANTY - Please visit http://www.sonybiz.ca/pro/lang/

en/ca/article/resources-warranty for important information and complete 

terms and conditions of Sony’s limited warranty applicable to this product.

For the customers in Europe
Sony Professional Solutions Europe - Standard Warranty and Exceptions on 

Standard Warranty.

Please visit http://www.pro.sony.eu/warranty for important information and 

complete terms and conditions.

For the customers in Korea
SONY LIMITED WARRANTY - Please visit http://bpeng.sony.co.kr/handler/

BPAS-Start for important information and complete terms and conditions of 

Sony’s limited warranty applicable to this product.

Overview

The ECM-GZ1UBMP is a microphone that can be used in conjunction with the 

transmitter of the Sony Digital Wireless Package and allows you to pick up 

sounds from instruments with ease.

Features

A uni-directional condenser microphone ideal for use with trumpets,  
saxophones, and other wind instruments for high-quality sound.

The wide dynamic range and wide frequency range allow for balanced,  
natural, and clear sound pickup.

The flexible gooseneck and 2-way clip allow for easy optimal position  
adjustment.

Low noise microphone capsule designed for use in high SPL environments. 
The uni-directional directivity reduces howling and effectively separates  
unnecessary sources of sound.

Parts Identification (Fig. )

 Wind screen
 Capsule case
 Gooseneck
 Holding cap
 Microphone cable
 Connector (mini plug with lock)
 Mic holder clip

Attaching the Microphone

Adjust the orientation and length of the microphone, insert it into the holder 

() of the mic holder clip, attach the holding cap (), and attach the cap to the 

mic holder clip (). (Fig. -a)

Attach the mic holder clip to the section of the instrument where sound is 

emitted (e.g., the bell section of a wind instrument).

Attach the gooseneck () to the mic holder clip in one of the two possible 

directions according to the instrument type. (Fig. -b/c)

In addition, the position and length of the flexible gooseneck () can be 

adjusted according to the size and shape of the instrument’s bell section, for 

example. (Fig. -d/e)

The orientation and position of the microphone can alter the quality of the 

instrument’s sound. Attach the microphone in a manner that produces the 

desired sound.

Excess lengths of cable can be clipped to the side of the mic holder clip. 

(Fig. -f)

Tip

DPA d:vote and 4099-series instrument attachments for microphones can also 

be used.

This allows you to attach the microphone to a wider variety of instruments.

For details on the attachments, visit the DPA Microphones website.

DPA Microphones
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For details about use with accessories from other companies or other queries, contact your 
dealer or local Sony representative.

Notes

The gooseneck cannot be bent into sharp angles. 
Adjusting the orientation or length of the microphone after attaching it to an  
instrument may damage the instrument. When performing such adjustments 

while the microphone is attached to the instrument, be sure to hold down the 

mic holder clip.

Connecting to the Transmitter (Fig. )

Insert the plug (), and secure the connector cover ().

Notes

When using the microphone when it is connected to a transmitter, bringing  
the microphone near the antenna may generate noise.

As the acoustic pressure from instruments can be extremely high, adjust the  
attenuation level using the ATT switch on the transmitter to sufficiently lower 

the acoustic pressure.

Precautions for Use

Microphones are delicate. Do not drop or subject it to excessive shock. 
Avoid extended usage or storage in high humidity or temperatures above  
60 °C (140 °F).

Howling may occur during use when sound from the speakers is picked up by  
the microphone. To prevent this, avoid facing the microphone and speakers 

toward each other, and distance them as much as possible.

If low-frequency noise is a concern, for example, due to wind or vibration,  
adjust the low cut filter or the equalizer in the wireless receiver or other device 

connected to the microphone to suppress susceptibility to low-frequency 

noise.

When bending the gooseneck to adjust the position of the capsule case,  
gently bend the gooseneck into a curve and do not use excessive force.

Disconnect the microphone cable from the transmitter after use. 
When using the microphone in highly humid environments, exposing the mic  
head to sweat or excessive moisture will result in loss of sound output and 

other malfunctions.

Always attach the wind screen when using the microphone. Depending on  
the instrument, popping sounds may be picked up if the wind screen is not 

attached.

When this unit is connected to devices other than DWZ-series transmitters,  
problems such as lack of sound and phase inversion may occur.

Specifications

General
Type Electret condenser microphone

Power supply 3 to 10 V (supplied from a Sony wireless transmitter 

or other external device)

Current consumption 600 μA or less (with standard load circuit)

Cable ø2.3 mm, 2-core shielded cable, 1.8 m (5 ft. 11 in.) 

length

Connector TRS connector (3.5 dia.) with lock

Mass Approx. 25 g (0.9 oz.) (excluding cables and 

connectors)

Dimensions See Fig. . Unit: mm (in.)

Supplied accessories Operating Instructions (1), wind screen (1), carrying 

pouch (1)

Performance
The following items were tested with standard load circuit connections.

Frequency response 20 Hz to 22,000 Hz

Directivity Uni-directional

Output impedance 600 Ω ±30%

Sensitivity –55.0 dB ±3.0 dB (0 dB=1 V/Pa, at 1 kHz)

Dynamic range 120 dB or more typ.

Inherent noise 30 dB SPL typ. (0 dB SPL=20 μPa)

Maximum input sound pressure level

 150 dB SPL typ. (0 dB SPL=20 μPa, at 1 kHz)

Operating temperature 0 °C to 50 °C (32 °F to 122 °F)

Storage temperature –20 °C to +50 °C (–4 °F to +122 °F)

Design and specifications are subject to change without notice.

Notes

Always verify that the unit is operating properly before use. SONY WILL  
NOT BE LIABLE FOR DAMAGES OF ANY KIND INCLUDING, BUT NOT LIMITED 

TO, COMPENSATION OR REIMBURSEMENT ON ACCOUNT OF THE LOSS 

OF PRESENT OR PROSPECTIVE PROFITS DUE TO FAILURE OF THIS UNIT, 

EITHER DURING THE WARRANTY PERIOD OR AFTER EXPIRATION OF THE 

WARRANTY, OR FOR ANY OTHER REASON WHATSOEVER.

SONY WILL NOT BE LIABLE FOR CLAIMS OF ANY KIND MADE BY USERS OF  
THIS UNIT OR MADE BY THIRD PARTIES.

SONY WILL NOT BE LIABLE FOR THE TERMINATION OR DISCONTINUATION  
OF ANY SERVICES RELATED TO THIS UNIT THAT MAY RESULT DUE TO 

CIRCUMSTANCES OF ANY KIND.

If the unit is suddenly taken from a cold to a warm location, or if 

ambient temperature suddenly rises, moisture may form on the 

outer surface of the unit and/or inside of the unit. This is known as 

condensation. If condensation occurs, turn off the unit and wait until 

the condensation clears before operating the unit. Operating the 

unit while condensation is present may damage the unit.

Français

Avant d’utiliser l’appareil, veuillez lire attentivement ce manuel et le conserver 

pour future référence.

Pour les clients en Europe
Ce produit est prévu pour être utilisé dans les environnements 

électromagnétiques suivants : E1 (résidentiel), E2 (commercial et industrie 

légère), E3 (urbain extérieur) et E4 (environnement EMC contrôlé, ex. studio de 

télévision).

Pour les clients au Canada
GARANTIE LIMITÉE DE SONY - Rendez-vous sur http://www.sonybiz.ca/

pro/lang/en/ca/article/resources-warranty pour obtenir les informations 

importantes et l’ensemble des termes et conditions de la garantie limitée de 

Sony applicable à ce produit.

Aperçu 

Le ECM-GZ1UBMP est un microphone qui peut être utilisé avec l’émetteur du 

pack sans fil numérique Sony et qui vous permet de capter facilement le son des 

instruments.

Fonctions

Un microphone à condensateur unidirectionnel idéal pour l’utilisation avec  
des trompettes, saxophones et autres instruments à vent pou une grande 

qualité sonore.

La large plage synamique ainsi que la grande plage de fréquence permet de  
capter un son équilibré, naturel et clair.

Le clip en col de cugne flexible et à deux voies permet un réglage optimal de  
la position.

La capsule de microphone à faible parasite est conçue pour être utilisée dans  
un environnement SPL élevé.

La directivité unidirectionnelle réduit les hurlements et sépare effectivement  
les sources sonores inutiles.

Identification des pièces (Fig. )

 Anti-vent

 Boîtier de la capsule

 Col de cygne

 Cache de retenue

 Câble du microphone

 Connecteur (mini fiche à verrouillage)

 Pince du support de micro

Fixation du microphone

Réglez l’orientation et la longueur du microphone, insérez-le dans le support 

() de la pince du support du micro, fixez le cache de retenue (), puis fixez le 

cache à la pince du support de micro (). (Fig. -a)

Fixez la pince du support de micro à la section d’émission de son de l’instrument 

(ex. la section cloche d’un instrument à vent).

Fixez le col de cygne () à la pince du support de micro dans l’un des deux sens 

possibles en fonction du type d’instrument. (Fig. -b/c)

De plus, la position et la longueur du col de cygne flexible () peut être réglée 

en fonction de la taille et de la forme de la section de la cloche de l’instrument, 

par exemple. (Fig. -d/e)

L’orientation et la position du microphone peut affecter la qualité sonore de 

l’instrument. Fixez le mirophone de façon à obtenir la son souhaité.

Le surplus de longueur de câble peut être fixé sur le côté de la pince de support 

de micro. (Fig. -f)
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お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は、安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故に
なることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示し
てあります。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お
読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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Astuce

Les fixations d’instruments de la série DPA d:vote et 4099 pour microphones 

peuvent aussi être utilisées.

Ceci vous permet de fixer le microphone à une grande variété d’instruments.

Pour plus de détails sur les fixations, consultez le site Web des microphones DPA.

DPA Microphones
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Pour plus de détails sur l’utilisation avec les accessoires d’autres fabricants ou pour toute 
autre question, consultez votre revendeur ou votre concessionnaire Sony.

Remarques

Le col de cygne ne peut pas être plié en angles aigus. 
Si vous réglez l’orientation ou la longueur du microphone après l’avoir fixé  
à un instrument , vous risquez d’endommager ce dernier. Lors de certains 

réglages alors que le microphone est fixé à l’instrument, assurez-vous de 

maintenir la pince du support de micro.

Connexion à l’émetteur (Fig. )

Insérez la fiche () et serrez le couvercle du connecteur ().

Remarques

Lors de l’utilisation du microphone lorsqu’il est connecté à l’émetteur, le fait  
de le rapprocher de l’antenne risque de générer des parasites.

La pression acoustique des instruments pouvant être très élevée, réglez le  
niveau d’atténuation à l’aide de l’interrupteur ATT sur l’émetteur pour baisser 

suffisamment la pression acoustique.

Précautions d’utilisation 

Les microphones sont fragiles. Ne les faites pas tomber et ne les soumettez  
pas à des chocs excessifs.

Evitez toute utilisation prolongée ou stockage dans des endroits très humides  
ou à des températures supérieures à 60 °C (140 °F).

Un son stident peut se produire lors de l’utilisation lorsque le microphone  
capte le son des haut-parleurs. Pour éviter cela, évitez de mettre le 

microphone et les haut-parleurs face à face et éloignez-les le plus possible l’un 

de l’autre.

S’il y a un problème de parasite de basse fréquence, par exemple, à cause  
du vent ou des vibrations, réglez le filtre coupe-bas ou l’égaliseur dans le 

récepteur sans fil ou tout autre appareil connecté au microphone pour 

supprimer la possibilité de parasites de basse fréquence.

Lorsque vous pliez le col de cygne pour régler la position du boîtier de la  
capsule, pliez-le doucement en arc et ne forcez pas.

Débranchez le câble du microphone de l’émetteur après l’utilisation. 
Lors de l’utilisation du microphone dans un environnement humide,  
l’exposition de la tête du microphone à de la transpiration ou de l’humidité 

excessive risque de provoquer de la perte dans la sortie sonore et d’autres 

mauvais fonctionnements.

Utilisez toujours la protection anti-vent lors de l’utilisation du microphone.  
En fonction de l’instrument, des claquements peuvent être enregistrés si la 

protection anti-vent n’est pas fixée.

Lorsque cet appareil est raccordé à des dispositifs autres ques les émetteurs  
de la série DWZ, des problèmes comme le manque de son et l’inversion de 

phase peuvent se produire.

Spécifications

Généralités
Type Microphone condensateur à électret

Alimentation 3 à 10 V (fourni par l’émetteur sans fil de Sony ou 

autre appareil externe)

Consommation 600 μA ou moins (avec un circuit de charge 

standard)

Câble  ø2,3 mm, câble blindé à 2 coeurs, 1,8 m (5 pi. 11 po.) 

de long

Connecteur Connecteur TRS (dia 3,5) avec verrouillage

Poids environ 25 g (0,9 on.) (sans les câbles ni les 

connecteurs)

Dimensions Voir Fig. . Unité : mm (po.)

Accessoires fournis Mode d’emploi (1), protection anti-vent (1), sacoche 

de transport (1)

Performance
Les éléments suivants ont été testés avec les connexions du circuit de charge 

standard.

Réponse de fréquence 20 Hz à 22 000 Hz

Directivité Unidirectionnel

Impédance de sortie 600 Ω ±30%

Sensibilité –55,0 dB ±3,0 dB (0 dB=1 V/Pa, à 1 kHz)

Gamme dynamique 120 dB ou plus typ.

Parasites inhérents 30 dB SPL typ. (0 dB SPL=20 μPa)

Niveau d’entrée maximum de pression sonore

 150 dB SPL typ. (0 dB SPL=20 μPa, à 1 kHz)

Température de fonctionnement

 0 °C à 50 °C (32 °F à 122 °F)

Température de stockage –20 °C à +50 °C (–4 °F à +122 °F)

La conception et les spécifications sont sujettes à des modifications sans préavis.

Remarques
Vérifiez toujours que l’appareil fonctionne correctement avant l’utilisation.  
Sony n’assumera pas de responsabilité pour les dommages de 

quelque sorte qu’ils soient, incluant mais ne se limitant pas à la 

compensation ou au remboursement, à cause de la perte de profits 

actuels ou futurs suite à la défaillance de cet appareil, que ce soit 

pendant la période de garantie ou après son expiration, ou pour toute 

autre raison quelle qu’elle soit.

Sony n’assumera pas de responsabilité pour les réclamations, quelle  
qu’elles soient, effectuées par les utilisateurs de cet appareil ou par 

des tierces parties.

Sony n’assumera pas de responsabilité pour la cessation ou  
l’interruption de tout service lié à cet appareil, résultant de quelque 

circonstance que ce soit.

Si l’appareil est soudainement déplacé d’un endroit froid à un endroit chaud, 

ou si la température ambiante augmente brusquement, de l’humidité peut se 

former sur la surface externe de l’appareil et/ou à l’intérieur de l’appareil. Ce 

phénomène est connu sous le nom de condensation. Si de la condensation 

se produit, mettez l’appareil hors tension et patientez le temps que la 

condensation disparaisse avant d’utiliser l’appareil. L’utilisation de l’appareil 

avec de la condensation pourrait endommager l’appareil.



Deutsch

Bitte lesen Sie dieses Handbuch vor der Benutzung des Geräts sorgfältig durch 

und bewahren Sie es zum späteren Nachschlagen auf.

Für Kunden in Europa
Für die folgenden elektromagnetischen Umgebungen: E1 (Wohnbereich), 

E2 (kommerzieller und in beschränktem Maße industrieller Bereich), E3 

(Stadtbereich im Freien) und E4 (kontrollierter EMV-Bereich, z.B. Fernsehstudio).

Überblick

Das Mikrofon ECM-GZ1UBMP kann in Verbindung mit dem Sender des digitalen 

drahtlosen Produktpakets von Sony verwendet werden und ermöglicht es Ihnen, 

Klänge von Instrumenten einfach zu erfassen.

Gerätemerkmale

Unidirektionales Kondensatormikrofon, ideal geeignet zum Einsatz mit  
Trompeten, Saxofonen und anderen Blasinstrumenten und zum Erzielen einer 

hohen Klangqualität.

Ausgeglichene, natürliche und klare Klangaufnahme dank des weiten  
Dynamik- und Frequenzbereichs.

Optimale Positionseinstellung mittels flexiblem Schwanenhals und 2-Wege- 
Clip.

Rauscharme Mikrofonkapsel zur Verwendung in Umgebungen mit hohem  
Schalldruck.

Durch die unidirektionale Richtcharakteristik werden Windgeräusche reduziert  
und unerwünschte Schallquellen wirksam separiert.

Teilebezeichnung (Abb. )

 Windschutz

 Kapselgehäuse

 Schwanenhals

 Halterungskappe

 Mikrofonkabel

 Steckverbinder (Ministecker mit Verriegelung)

 Mikrofonhalterclip

Anbringen des Mikrofons

Stellen Sie die Ausrichtung und Länge des Mikrofons ein, setzen Sie es in den 

Halter () des Mikrofonhalterclips ein, bringen Sie die Halterungskappe an (), 

und bringen Sie dann die Kappe am Mikrofonhalterclip an (). (Abb. -a)

Bringen Sie den Mikrofonhalterclip in dem Bereich des Instruments an, in dem 

der Schall abgestrahlt wird (z. B. Schalltrichterbereich).

Bringen Sie den Schwanenhals () dem Instrumententyp entsprechend in einer 

von zwei möglichen Richtungen am Mikrofonhalterclip an. (Abb. -b/c)

Außerdem können Position und Länge des flexiblen Schwanenhalses () 

beispielsweise passend für Größe und Form des Schalltrichterbereichs am 

Instrument eingestellt werden. (Abb. -d/e)

Ausrichtung und Position des Mikrofons können sich auf die Qualität des 

Instrumentenklangs auswirken. Bringen Sie das Mikrofon so an, dass es den 

gewünschten Klang erzielt.

Überschüssiges Kabel kann an der Seite des Mikrofonhalterclips angeklemmt 

werden. (Abb. -f)

Tip

Die Instrumentenbefestigungen für Mikrofone DPA d:vote und 4099 können 

ebenfalls verwendet werden.

Dadurch können Sie das Mikrofon an einer größeren Palette von Instrumenten 

befestigen.

Einzelheiten zu den Befestigungen siehe Webseite von DPA Microphones.

DPA Microphones

http://www.dpamicrophones.com/en/Home.aspx

Informationen zur Verwendung mit Zubehör anderer Hersteller und Antworten auf andere 
Fragen erhalten Sie von Ihrem Händler oder Ihrer örtlichen Sony-Vertretung.

Hinweise

Der Schwanenhals kann nicht in spitzen Winkeln gebogen werden. 
Wenn die Ausrichtung oder Länge des Mikrofons nach dem Anbringen am  
Instrument angepasst wird, kann das Instrument dadurch beschädigt werden. 

Wenn Sie derartige Anpassungen durchführen, während das Mikrofon 

am Instrument angebracht ist, achten Sie darauf, den Mikrofonhalterclip 

niederzuhalten.

Anschließen am Sender (Abb. )

Stecken Sie den Stecker ein (), und sichern Sie die Anschlussabdeckung ().

Hinweise

Wenn das Mikrofon mit einem Sender verbunden ist und in die Nähe der  
Antenne gebracht wird, können Störgeräusche verursacht werden.

Der Schalldruck von Instrumenten kann sehr hoch sein. Um dessen Wirkung  
ausreichend zu verringern, passen Sie den Dämpfungspegel mit dem Schalter 

ATT am Sender an.

Sicherheitshinweise zur Verwendung

Mikrofone sind empfindlich. Lassen Sie es nicht fallen und setzen Sie es keinen  
starken Stößen aus.

Eine längere Nutzung oder Aufbewahrung bei hoher Luftfeuchtigkeit oder  
Temperaturen über 60 °C sollte vermieden werden.

Wenn vom Lautsprecher ausgehende Schallwellen das eingeschaltete  
Mikrofon erreichen, kann ein Pfeifton auftreten. Um dies zu verhindern, achten 

Sie darauf, dass Mikrofon und Lautsprecher in verschiedene Richtungen 

zeigen und möglichst weit voneinander entfernt sind.

Wenn niederfrequente Geräusche, zum Beispiel durch Wind oder Vibrationen,  
ein Problem darstellen, passen Sie den Trittschallfilter oder den Equalizer im 

drahtlosen Empfänger oder in den mit dem Mikrofon verbundenen Geräten 

an, um die Empfindlichkeit für niederfrequente Geräusche herabzusetzen.

Biegen Sie den Schwanenhals beim Einstellen der Position des  
Kapselgehäuses in einer Kurve, und wenden Sie dabei keine übermäßige Kraft 

auf.

Trennen Sie das Mikrofonkabel nach dem Gebrauch vom Sender. 
Wenn der Mikrofonkopf in sehr feuchten Umgebungen Kondensation oder  
übermäßiger Feuchtigkeit ausgesetzt wird, führt dies zu Verlusten bei der 

Tonausgabe und anderen Funktionsstörungen.

Bringen Sie bei Verwendung des Mikrofons stets den Windschutz an. Falls der  
Windschutz nicht angebracht wird, werden je nach Instrument gegebenenfalls 

Knackgeräusche aufgenommen.

Wenn dieses Gerät an andere Geräte als Sender der DWZ-Serie angeschlossen  
wird, können Probleme wie fehlender Ton und Phasenumkehr auftreten. 

Technische Daten

Allgemein
Typ Elektret-Kondensatormikrofon

Spannungsversorgung 3 bis 10 V (von einem Drahtlossender von Sony oder 

anderen externen Gerät geliefert)

Betriebsstromstärke 600 μA oder weniger (mit Standardlastkreis)

Cable ø2,3 mm, 2-adriges abgeschirmtes Kabel, 1,8 m lang

Stecker Klinkenstecker (3,5 mm Durchm.) mit Verriegelung

Gewicht ca. 25 g (ohne Kabel und Anschlüsse)

Abmessungen Siehe Abb. . Einheit: mm

Enthaltenes Zubehör Bedienungsanleitung (1), Windschutz (1), 

Tragetasche (1)

Leistungsfähigkeit 
Die folgende Eigenschaften wurden unter Standardlastkreisbedingungen 

überprüft:

Frequenzgang 20 Hz bis 22.000 Hz

Richtcharakteristik Unidirektional

Ausgangsimpedanz 600 Ω ±30%

Empfindlichkeit –55,0 dB ±3,0 dB (0 dB=1 V/Pa bei 1 kHz)

Dynamikbereich typ. ≥ 120 dB

Eigenrauschen typ. 30 dB SPL (0 dB SPL=20 μPa)

Maximaler Eingangsschalldruckpegel

 typ. 150 dB SPL (0 dB SPL=20 μPa bei 1 kHz)

Betriebstemperatur 0 °C bis 50 °C

Lagertemperatur –20 °C bis +50 °C

Design und Spezifikationen können jederzeit ohne Ankündigung geändert 

werden.

Hinweise
Bestätigen Sie vor dem Gebrauch immer, dass das Gerät richtig arbeitet.  
SONY KANN KEINE HAFTUNG FÜR SCHÄDEN JEDER ART, EINSCHLIESSLICH 

ABER NICHT BEGRENZT AUF KOMPENSATION ODER ERSTATTUNG, 

AUFGRUND VON VERLUST VON AKTUELLEN ODER ERWARTETEN PROFITEN 

DURCH FEHLFUNKTION DIESES GERÄTS ODER AUS JEGLICHEM ANDEREN 

GRUND, ENTWEDER WÄHREND DER GARANTIEFRIST ODER NACH ABLAUF 

DER GARANTIEFRIST, ÜBERNEHMEN.

SONY KANN KEINE HAFTUNG FÜR ANSPRÜCHE JEDER ART VON DEN  
BENUTZERN DIESES GERÄTS ODER VON DRITTER SEITE ÜBERNEHMEN.

SONY KANN KEINE HAFTUNG FÜR DIE BEENDIGUNG ODER EINSTELLUNG  
VON DIENSTLEISTUNGEN BEZÜGLICH DIESES GERÄTS GLEICH AUS 

WELCHEM GRUND ÜBERNEHMEN.

Wenn das Gerät aus einer kalten Umgebung in einen warmen Raum gebracht 

wird oder die Umgebungstemperatur schnell ansteigt, kann sich auf der 

Oberfläche des Geräts bzw. im Inneren des Geräts Feuchtigkeit ansammeln 

(Kondensation). Schalten Sie in diesem Fall das Gerät aus, und warten 

Sie, bis die Kondensation verdunstet ist, ehe Sie das Gerät verwenden. 

Die Verwendung des Gerätes bei gebildetem Kondenswasser kann zu 

Beschädigungen führen.

Italiano

Leggere attentamente questo manuale prima di utilizzare l’unità, e conservarlo 

per riferimenti futuri.

Per i clienti in Europa
Questo prodotto è destinato all’uso nei seguenti ambienti elettromagnetici: 

E1 (residenziali), E2 (commerciali e industriali leggeri), E3 (esterni urbani) e E4 

(ambienti EMC controllati, ad esempio studi televisivi).

Descrizione generale

L’ECM-GZ1UBMP è un microfono che può essere utilizzato insieme al 

trasmettitore del Pacchetto wireless digitale Sony e che consente di riprodurre 

agevolmente i suoni emessi dagli strumenti.

Caratteristiche

Un microfono a condensatore unidirezionale ideale per l’uso con trombe,  
sassofoni e altri strumenti a fiato per un suono di alta qualità.

L’ampia gamma dinamica e l’ampio campo di frequenza consentono una  
riproduzione del suono bilanciata, naturale e chiara.

Il collo d’oca flessibile e la clip bidirezionale consentono un’agevole  
regolazione della posizione ottimale.

Capsula microfonica a basso rumore specialmente progettata per l’utilizzo in  
ambienti ad elevati livelli di pressione sonora.

La direttività unidirezionale riduce i fischi stridenti e separa efficacemente le  
sorgenti sonore non necessarie.

Identificazione delle parti (Fig. )

 Filtro antivento

 Capsula

 Collo d’oca

 Cappuccio

 Cavetto del microfono

 Connettore (minispina con fermo)

 Clip portamicrofono

Collegamento del microfono

Regolare l’orientamento e la lunghezza del microfono, inserirlo nel 

portamicrofono () del clip, collegare il cappuccio (), quindi fissare il 

cappuccio al clip portamicrofono (). (Fig. -a)

Fissare il clip portamicrofono alla sezione dello strumento dove viene emesso il 

suono (per esempio l’imboccatura di uno strumento a fiato).

Fissare il collo d’oca () al clip portamicrofono in una delle due direzioni 

possibili secondo il tipo di strumento. (Fig. -b/c)

La posizione e la lunghezza del collo d’oca possono essere () regolate secondo 

le dimensioni e la forma della campana dello strumento. (Fig. -d/e)

L’orientamento e la posizione del microfono possono alterare la qualità del 

suono dello strumento. Collegare il microfono nel modo che consente di 

ottenere il suono desiderato.

La lunghezza del cavo in eccesso può essere agganciata sul lato del clip 

portamicrofono. (Fig. -f)

Consiglio

È possibile utilizzare anche gli elementi per fissaggio microfono a strumenti DPA 

d:vote e serie 4099.

In tal modo è possibile collegare il microfono a una più ampia gamma di 

strumenti.

Per ulteriori informazioni sui dispositivi di fissaggio, visitare il sito dei microfoni 

DPA.

DPA Microphones

http://www.dpamicrophones.com/en/Home.aspx

Per ulteriori informazioni sull’utilizzo con accessori di altri produttori o altre domande, 
rivolgersi al proprio rivenditore o al rappresentante locale di Sony.

Note

Il collo d’oca non può essere piegato fino ad ottenere degli angoli acuti. 
Regolando l’orientamento o la lunghezza del microfono dopo averlo fissato a  
uno strumento, si rischia di arrecare danni allo strumento. Se si eseguono tali 

regolazioni con il microfono collegato allo strumento, tenere sempre in basso 

il clip portamicrofono.

Connessione del trasmettitore (Fig. )

Inserire lo spinotto () e fissare il copriconnettore ().

Note

Non avvicinare eccessivamente il microfono all’antenna del trasmettitore cui è  
collegato per evitare di generare rumore indesiderato.

Dato che la pressione acustica prodotta dagli strumenti può essere molto  
elevata, abbassare il livello di attenuazione servendosi del comando ATT del 

trasmettitore, fino a raggiungere il valore ottimale.

Precauzioni per l’uso

I microfoni sono delicati. Evitare sempre urti o cadute. 
Evitare l’utilizzo o la conservazione per periodi prolungati in ambienti soggetti  
ad elevati livelli di umidità o temperature superiori a 60 °C.

È possibile che si generi un sibilo fastidioso qualora il suono proveniente dagli  
altoparlanti viene captato dal microfono. Per evitare questo fenomeno, evitare 

che il microfono si trovi di fronte agli altoparlanti e mantenerli il più distante 

possibile fra loro.

In caso di presenza di rumorosità a bassa frequenza indesiderata, ad esempio  
vento o vibrazioni, si consiglia di regolare opportunamente il filtro taglia 

basso o l’equalizzatore del ricevitore wireless o del dispositivo connesso al 

microfono per ridurne la sensibilità alle basse frequenze. 

Quando si piega il collo d’oca per regolare la posizione della capsula, piegare  
con delicatezza formando una curva e non esercitare una forza eccessiva.

Scollegare il cavetto del microfono dal trasmettitore dopo l’uso. 
Quando si utilizza il microfono in ambienti molto umidi, l’esposizione della  
testina microfonica a eccessiva umidità o traspirazione potrebbe causare un 

degrado della qualità sonora o altri malfunzionamenti.

Quando si utilizza il microfono, collegare sempre il filtro antivento. A seconda  
dello strumento, potrebbero essere riprodotti degli scoppiettii se il filtro 

antivento non è collegato.

Qualora questo microfono venga connesso a dispositivi diversi dai  
trasmettitori della serie DWZ, si potrebbero verificare problemi quali assenza 

di suono o inversione di fase.  

Caratteristiche tecniche

Generalità
Tipo Microfono a condensatore electret

Alimentazione Da 3 a 10 V (fornita da un trasmettitore wireless Sony 

o altri dispositivi esterni)

Assorbimento di corrente 600 μA o meno (con circuito di carico standard)

Cavetto Cavo schermato ø 2,3 mm, 2 conduttori, lunghezza 

1,8 m

Connettore Connettore TRS (dia. 3,5) con dispositivo di blocco

Peso Circa 25 g (eccetto cavi e connettori)

Dimensioni Vedere Fig. . Unità: mm

Accessori in dotazione Istruzioni per l’uso (1), schermo antivento (1), 

custodia di trasporto (1)

Prestazioni
I seguenti valori sono stati testati con connessioni su circuito con carico standard.

Risposta di frequenza Da 20 Hz a 22.000 Hz

Direttività Unidirezionale

Impedenza in uscita 600 Ω ±30%

Sensibilità –55,0 dB ±3,0 dB (0 dB=1 V/Pa, a 1 kHz)

Gamma dinamica 120 dB o superiore (tipica)

Rumore inerente 30 dB SPL (tipico) (0 dB SPL=20 μPa)

Livello massimo di pressione sonora di ingresso

 150 dB SPL (tipico) (0 dB SPL=20 μPa, a 1 kHz)

Temperatura di funzionamento

 Da 0 °C a 50 °C

Temperatura di immagazzinamento

 Da –20 °C a +50 °C

Disegno e caratteristiche tecniche soggetti a cambiamenti senza preavviso.

Note
Verificare sempre che l’apparecchio stia funzionando correttamente prima  
di usarlo. LA SONY NON SARÀ RESPONSABILE DI DANNI DI QUALSIASI 

TIPO, COMPRESI, MA SENZA LIMITAZIONE A, RISARCIMENTI O RIMBORSI 

A CAUSA DELLA PERDITA DI PROFITTI ATTUALI O PREVISTI DOVUTA A 

GUASTI DI QUESTO APPARECCHIO, SIA DURANTE IL PERIODO DI VALIDITÀ 

DELLA GARANZIA SIA DOPO LA SCADENZA DELLA GARANZIA, O PER 

QUALUNQUE ALTRA RAGIONE.

SONY NON SARÀ RESPONSABILE PER RICHIESTE O RICORSI DI NESSUN TIPO  
PRESENTATI DA UTENTI DI QUESTO APPARATO O DA TERZI.

SONY NON SARÀ RESPONSABILE PER LA CANCELLAZIONE O LA MANCATA  
CONTINUAZIONE PER QUALSIASI CAUSA O CIRCOSTANZA DI SERVIZI 

CORRELATI A QUESTO APPARATO.

Qualora l’unità venga spostata rapidamente da un ambiente freddo 

a uno caldo, oppure se la temperatura ambiente dovesse aumentare 

improvvisamente, è possibile che si formi umidità sulle superfici esterne 

dell’unità e/o al suo interno. Questo fenomeno è denominato condensazione. 

In tal caso, spegnere l’unità ed attendere la scomparsa della condensazione 

prima di riavviarla. L’utilizzo dell’unità mentre è presente condensazione può 

causare danni all’unità stessa.

Español

Antes de poner en funcionamiento la unidad, lea detenidamente este manual y 

consérvelo para referencias futuras.

Para los clientes de Europa
Este producto ha sido diseñado para utilizarse en los entornos electromagnéticos 

siguientes: E1 (zona residencial), E2 (zona comercial e industrial ligera), E3

(exteriores urbanos), y E4 (entorno con EMC controlada, p. ej., estudio de 

televisión).

Descripción general

El ECM-GZ1UBMP es un micrófono que se puede utilizar junto con el transmisor 

del paquete inalámbrico digital de Sony y le permite captar sonidos de 

instrumentos con facilidad.

Características

Un micrófono condensador unidireccional que resulta ideal para su uso con  
trompetas, saxofones y otros instrumentos de viento para un sonido de alta 

calidad.

El amplio rango dinámico y el amplio rango de frecuencia permiten una  
captación de sonido equilibrada, natural y clara.

El cuello de ganso flexible y el clip de doble colocación permiten un fácil  
ajuste en la posición correcta.

Cápsula de micrófono de bajo ruido diseñada para su uso en entornos con  
alto SPL.

La dirección unidireccional reduce los zumbidos y separa de forma eficaz las  
fuentes de sonido innecesarias.

Identificación de las piezas (Fig. )

 Pantalla de protección

 Carcasa de la cápsula

 Cuello de ganso

 Tapa de sujeción

 Cable del micrófono

 Conector (miniclavija de bloqueo)

 Pinza para soporte de micrófono

Colocación del micrófono

Ajuste la orientación y la longitud del micrófono, insértelo en el compartimiento 

() de la pinza para soporte de micrófono, coloque la tapa de sujeción () y 

sujete la tapa a la pinza para soporte de micrófono (). (Fig. -a)

Acople la pinza para soporte de micrófono a la sección del instrumento en el que 

se emite el sonido (p. ej., la sección acampanada de un instrumento de viento).

Coloque el cuello de ganso () en la pinza para soporte de micrófono en una de 

las dos direcciones posibles en función del tipo de instrumento. (Fig. -b/c)

Además, la posición y la longitud del cuello de ganso flexible () se puede 

ajustar de acuerdo con el tamaño y la forma de la sección acampanada del 

instrumento por ejemplo. (Fig. -d/e)

La orientación y la posición del micrófono puede alterar la calidad del sonido del 

instrumento. Coloque el micrófono de manera que produzca el sonido deseado.

Si el cable tiene una longitud excesiva se puede sujetar con un clip al lateral de la 

pinza para soporte de micrófono. (Fig. -f)

Consejo

Se pueden utilizar los accesorios para instrumentos con los micrófonos DPA 

d:vote y de la serie 4099.

Esto le permite colocar el micrófono en una amplia variedad de instrumentos.

Si desea obtener más información acerca de los accesorios, visite el sitio web de 

los micrófonos DPA.

DPA Microphones

http://www.dpamicrophones.com/en/Home.aspx

Si desea obtener más información acerca del uso con accesorios de otros fabricantes u 
otras consultas, póngase en contacto con su distribuidor o representante local de Sony.

Notas

El cuello de ganso no se puede doblar formando ángulos agudos. 
Si se ajusta la orientación o la longitud del micrófono después de haberlo  
acoplado a un instrumento, el instrumento podría resultar dañado. Cuando 

se lleven a cabo tales ajustes mientras el micrófono aún esté acoplado al 

instrumento, asegúrese de mantener presionada la pinza para soporte de 

micrófono.

Conexión al transmisor (Fig. )

Inserte la clavija () y fije la cubierta del conector ().

Notas

Al utilizar un micrófono conectado a un transmisor, acercar el micrófono a la  
antena puede generar ruido.

Debido a que la presión acústica de los instrumentos puede ser  
extremadamente alta, ajuste el nivel de atenuación mediante el interruptor 

ATT del transmisor para bajar lo suficiente la presión acústica.

Precauciones de uso

Los micrófonos son delicados. No los deje caer ni los someta a golpes  
excesivos.

Evite un uso prolongado o un almacenamiento en lugares con mucha  
humedad o temperaturas por encima de los 60 °C.

Es posible que se escuchen zumbidos durante el uso cuando el micrófono  
recoge el sonido de los altavoces. Para evitar esto, procure no colocar el 

micrófono y los altavoces uno enfrente del otro y manténgalos alejados lo 

máximo posible.

Si le preocupa el ruido de baja frecuencia, por ejemplo, debido al viento o  
a la vibración, ajuste el filtro de atenuación de bajos o el ecualizador en el 

receptor inalámbrico u otro dispositivo conectado al micrófono para suprimir 

la susceptibilidad al ruido de baja frecuencia.

Al doblar el cuello de ganso para ajustar la posición de la carcasa de la cápsula,  
doble con cuidado el cuello de ganso en curva y no ejerza una fuerza excesiva

Desconecte el cable del micrófono del transmisor después de utilizarlo. 
Si utiliza el micrófono en ambientes muy húmedos y deja que el cabezal  
del micrófono entre en contacto con el sudor o una humedad excesiva, se 

producirá una pérdida de la salida de sonido y otros fallos de funcionamiento.

Coloque siempre la pantalla de protección cuando utilice el micrófono. En  
función del instrumento, es posible que se capten sonidos de chasquidos si la 

pantalla de protección no está colocada.

Cuando esta unidad se conecta a otros dispositivos que no sean los  
transmisores de la serie DWZ, es posible que se produzcan problemas como la 

falta de sonido y la inversión de fase.

Especificaciones

Generales
Tipo Micrófono condensador de electreto

Fuente de alimentación De 3 a 10 V (suministrada a través de un transmisor 

inalámbrico de Sony u otro dispositivo externo)

Consumo de corriente 600 μA o menos (con un circuito de carga estándar)

Cable Cable de ø2,3 mm, capa de 2 núcleos, de 1,8 m de 

largo

Conector Conector TRS (3,5 de diám.) con bloqueo

Peso Aprox. 25 g (sin incluir los cables y los conectores)

Dimensiones Consulte la Fig. . Unidad: mm

Accesorios suministrados Manual de instrucciones (1), paravientos (1), funda 

de transporte (1)

Rendimiento
Los siguientes elementos se han probado con conexiones de circuitos de carga 

estándar.

Respuesta de frecuencia De 20 Hz a 22.000 Hz

Dirección Unidireccional

Impedancia de salida 600 Ω ±30%

Sensibilidad –55,0 dB ±3,0 dB (0 dB=1 V/Pa, a 1 kHz)

Rango dinámico 120 dB o más tipos.

Ruido inherente 30 dB de tipo SPL. (0 dB SPL=20 μPa)

Nivel de presión de entrada de sonido máximo

 150 dB de tipo SPL. (0 dB SPL=20 μPa, a 1 kHz)

Temperatura de funcionamiento

 De 0 °C a 50 °C

Temperatura de almacenamiento

 De –20 °C a +50 °C

El diseño y las especificaciones están sujetos a cambios sin previo aviso.

Notas
Verifique siempre que esta unidad funciona correctamente antes de  
utilizarlo. SONY NO SE HACE RESPONSABLE POR DAÑOS DE NINGÚN TIPO, 

INCLUYENDO PERO NO LIMITADO A LA COMPENSACIÓN O PAGO POR 

LA PÉRDIDA DE GANANCIAS PRESENTES O FUTURAS DEBIDO AL FALLO 

DE ESTA UNIDAD, YA SEA DURANTE LA VIGENCIA DE LA GARANTÍA O 

DESPUÉS DEL VENCIMIENTO DE LA GARANTÍA NI POR CUALQUIER OTRA 

RAZÓN.

SONY NO SE HACE RESPONSABLE POR RECLAMACIONES DE NINGÚN TIPO  
REALIZADAS POR USUARIOS DE ESTA UNIDAD O POR TERCEROS.

SONY NO SE HACE RESPONSABLE DE LA FINALIZACIÓN NI DE LA  
INTERRUPCIÓN, POR LA CIRCUNSTANCIA QUE FUERA, DE CUALQUIER 

SERVICIO RELACIONADO CON ESTA UNIDAD.

Si la unidad se lleva de repente de un lugar frío a uno cálido o si la 

temperatura ambiente sufre un aumento repentino, es posible que se 

acumule humedad en la superficie exterior o interior de la unidad. Este 

fenómeno se conoce como condensación. Si se produce condensación, 

apague la unidad y espere a que se evapore antes de ponerla en marcha. No 

la utilice en ese estado, ya que podría dañarla.
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